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２．１７ 配管設備 

 

２．１７（１） 配管設備（共通事項） 

   

§１ 配管設備の区分 

本工事に使用する配管の使用目的の区分は工事請負共通仕様書（下水道施設 機

械・電気設備工事編）第２章 機械設備工事 第１節 配管材料一般事項及び設計

図書による。 

 

§２ 材料の規格 

配管材料の規格は、工事請負共通仕様書（下水道施設 機械・電気設備工事編）

第２章 機械設備工事 第１節 配管材料一般事項及び設計図書による。 

 

§３ 弁類 

本工事に使用する弁類については、工事請負共通仕様書（下水道施設 機械・電

気設備工事編）第２章 機械設備工事 第１節 配管材料一般事項及び設計図書に

よる。 

 

 

§４ 配管支持及び基礎 

Ａ 配管支持及び基礎は工事請負共通仕様書（下水道施設 機械・電気設備工事編）

第２章 機械設備工事 第２節 配管工事一般事項及び設計図書によるものを原

則とし、具体的には現場状況に合わせ施工承諾を受けるものとする。 

 

Ｂ  サポート・アンカーの選択 

（A）サポートの選択は2.17（6）§３「標準サポートと垂直荷重」の選定図表による。 

（B）標準サポート以外の小荷重・小口径等の配管サポート及びアンカーの選択 

については施工承諾による。 

（C）次に示す例の場合、接着系穿孔アンカーの使用はさまたげない。 

（原則として、４００mm以上の耐震、引張りのかからない配管及び３５０mm以

下の配管） 

 

a 水平直線部の配管中Ｌ形又は門形のサポートにおいて、水平力（離脱力等） 

 が両端で受け止められている場合、その中間のサポートのアンカー、ただし 

サポート４本に一ヶ所耐振サポートは鉄筋溶接とする。なお、接着系穿孔アン 
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カーでシンダーコンクリートの床の場合は、それを貫通し、コンクリートに 

所定穿孔長をとるものとする。（図－１参照） 

   b 曲り管及び異形管でその離脱力を圧縮垂直荷重で受ける。サポートのアンカ 

ー。（図－２参照） 

   c 小荷重のサポートのアンカー。 

d 水槽の壁、薄いスラブなどではつり出しによる弊害が出る恐れのある箇所で、 

アンカー強度が充分予裕のあると認められ施工承諾を受けた場合。 

   e サポートの設計でアンカー部に作用する力がいちじるしく軽減される構造と

したもので施工承諾を受けた場合。 

   f 床面と近接した配管で水平力による転倒モーメントが軽徴な高さの低い（約

５００mm以下）サポートのアンカー。 

                 図－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンダーコンクリート 
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２．１７（２）一般配管 

(1) 配管設備据付フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監督職員立会 

施 工 図 作 成 

基  準  線  の  設  定 

( 墨 出 し ) 

基 礎 の 築 造 

土木、建築の基準点(ベンチマーク)より

室内の適切な位置に基準線を墨出しする 

 

 

 

基準線の墨出し 

注 1
 

 

据付位置と建屋の 

柱・壁の位置を十 

分調査すること。 

 

平面的中心線の 

墨 出 し 
基準線より据付中心線を誘導し、墨出し

する。 

 

 

 

注 2 

複数台の場合は、 

機器相互の関係を 

十分考慮して墨出

しすること。 

高さの墨出し 副基準線より据付高さを墨出しする。 

 

 

 監督職員確認 

は つ り 

アンカーボルト取付 

続 く 
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サポート据付 

芯 

アンカーボルト固定 

アンカーボルト仮締。 

 アンカーボルト増締 

監督職員立会 

管 材 確 認 

管 の 設 置 

付 属 品 取 付 

サポートの根巻 

築  造 

各 種 試 験 

続 き 

ライナーでレベル、水平度、倒れを調整。 

通り芯を確認。 

 管材の員数、口径、材質確認。 

 弁類、伸縮管の口径、面間、確認、フランジ仕様確認。 

 取付手順の確認。 

 弁類等の流れ方向矢印等の確認と配置。 

 仮組、仮付けをする。 

 サポート上に管を設置する。 

 通り芯レベル調整とＵボルト又はＵバンドで仮固定する。 

 弁類の取付、伸縮管の面間調整をする。 

 本組立、本溶接、ボルト類増締め。 

Ｕボルト又はＵバンドを本固定する。 

 型枠組立。 

 モルタル充填。 

 型枠解体。 

 化粧モルタル仕上げ。 

 水圧試験 

 空気圧試験 

 通水(気)試験 

続 く 
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試 運 転 (通水) 監督職員立会 

清  掃 

続 き 

 残骸の処分 

 管清掃 

 床清掃 

被    覆  屋内・屋外 

塗     装  塗膜測定及びその記録 


